
  

Feedback: 07
➢物理学の方法、ABC

➢外での講義

➢ソーラークッカー

　電子レンジでは、1分間で9度ぐらい上昇します
ので、1/3 程度の能力です。外に露出した装置
で電子レンジと同程度の能力があると、とても危
険なので、妥当な強度かな、と個人的には思っ
ています。

理論上は、どんなに小型のソーラークッカー(太陽
炉)でも、きちんと焦点を合わせれば、数万度が実現
できます。しかし、非常に狭い範囲でしかないので、
大きなものが何度になるかは、その物の大きさや熱の
逃げ方によって変わります。

ABまでできていますね。Cで
は、どう検証しましょうか？

　「すぐ答えがわかってしまう」ようなことでも、自
分の中できちんと理解するためには、 ABC の
プロセスで確かめていく必要があります。そして、
ABC のプロセスをしっかり意識してやることは、
ある程度の練習が必要だと思います。チャレン
ジしてみてください。

➢課題について

　そのように考えることができるようになってもらえた
らいいと思います。現代は、とっても科学が進ん
でいるように思うかも知れません。しかし、それもア
リストテレスと同じことだと思います。つまり、今、科
学的だと思っていたことも、100年後には、「西暦
2000年ごろには、みんなこんなことを信じていたん
だよね」と振り返ることになると思います。
　何が本当のことなのか、いつも気を付けている
必要があります。

「ふつー」のテーマで構いません。ABCの練
習ですから。

外での講義は好評だったみたいです。しかし、実際にソーラークッカーに手を入れてみた人は6人程度でした。木漏
れ日も丸いとわかったのかどうか、反応がありません。個人的には前回の外での講義は失敗だったと思っています。

とてもいい視点だと思います。どう仮説を立てて、どう
検証したらいいでしょうか。

個人的に、木漏れ日が丸いのは非常に興味深い
です。しかし、「みんなも面白いと思うはずだ」とは思
いません。人間関係や社会のことなど、何か自分
に興味のあるもので課題をやればいいと思います。

残念でもありません。どう確かめる
か、考えてみましょう。ABCのプロ
セスを経ずに信じてしまうことを、で
きるだけ減らしていきましょう。

理論上は、どんなに小型のソーラークッカー(太陽
炉)でも、きちんと焦点を合わせれば、数万度が実現
できます。しかし、非常に狭い範囲でしかないので、
大きなものが何度になるかは、その物の大きさや熱の
逃げ方によって変わります。

黒板に書いたのを見たのですね。説明せずに
すみません。それほど上がりません。25分で
75度ぐらいですから、1分で3度ほどです。

今年はパワーが不足してしまって、できません
でした。また、機会があったらやりたいと思いま
す。その時は、また、温かい目で見てもらえれ
ばと思います。

　技術はそうして発達してきました。ところが、世間
一般の人間の考え方には十分浸透していませ
ん。人間の考え方に、このような考え方が浸透す
れば、世の中もっと変わっていくと思います。


